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──周作クラブ会報　93 号──

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
、
ハ
ガ
キ

0

0

0

か
Ｅ
メ
ー
ル

0

0

0

0

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
資
料
と

会
費
用
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
93
号

�

２
０
２
３
年
11
月
発
行

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

�

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、�

高
木
香
織
、
清
水
優
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

�

　

Ｅ
メ
ー
ル　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

編
集
後
記

▼
秋
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
、
と
書
こ
う
と

思
っ
た
ら
、
天
気
予
報
で
は
ま
た
夏
日
と
か
…
。

紅
葉
も
今
一
つ
色
鮮
や
か
に
な
り
き
れ
ず
、
お

か
し
な
秋
で
す
。

▼
今
年
の
周
作
忌
は
生
誕
百
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
を

交
え
て
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

来
年
は
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
の
周
作
忌
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

▼
今
号
で
29
回
続
い
た
宮
辺
さ
ん
の
連
載
「
劇

団
樹
座
の
30
年
」
が
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。

7
年
以
上
続
い
た
連
載
で
し
た
か
ら
、
私
が
副

編
集
人
を
お
引
き
受
け
す
る
以
前
か
ら
で
し
た
。

長
い
こ
と
お
疲
れ
様
で
し
た
。
94
号
か
ら
は
、

ま
た
新
た
な
連
載
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

▼
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
の
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
二
編
の
最
優
秀
作
品
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
ど
こ
よ
り
も
早
く
、
今
号
に
発
表
、

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
く
瑞
々
し
い
感
性
で

読
ん
だ
『
沈
黙
』（
中
学
生
の
部
、
高
校
生
の

部
と
も
に
、『
沈
黙
』
の
感
想
文
で
し
た
）
を
、

私
も
も
う
一
度
読
み
返
し
て
み
た
く
な
り
ま
し

た
。�

（
亀
）

◆
周
作
ク
ラ
ブ
「
新
年
会
」
の
お
知
ら
せ

　

今
回
は
会
場
参
加
型
で
新
年
会
を
行
な
い
ま

す
（
豪
華
景
品

0

0

0

0

を
用
意
し
た
福
引
付
き
）。
久

し
ぶ
り
の
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で
の
集
い
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
※
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
ひ
と
月
ほ
ど
前
に
な
っ
た
ら
、
往
復
ハ
ガ
キ

を
さ
し
あ
げ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
予
定
を
あ

け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
27
日
（
土
）
12
時
か
ら

会
費　

６
，５
０
０
円

会
場　

SCH
M

ATZ 

銀
座
松
竹
ス
ク
エ
ア
店

※
晴
海
通
り
に
面
し
た
歌
舞
伎
座
の
並
び
、
新

橋
演
舞
場
の
向
か
い
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
ビ
ル

２
階
。
ド
イ
ツ
料
理
の
店
で
す
。
中
央
区
築

地
１
の
13

―

１

◆
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅

　

今
年
の
「
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
」
を
、
左
記

の
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

第
22
回　

遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅

　

長
崎
に
生
誕
百
年
遠
藤
周
作
展
を
観
る

―
夕
陽
と
懇
親
会
︑
一
泊
の
旅

２
０
２
４
年
５
月
19
日（
日
）～
20
日（
月
）

�

※
希
望
者
は
延
泊
も
可
能

予
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

羽
田
―
長
崎
空
港
―（
貸
切
バ
ス
で
）遠
藤
周

作
文
学
館
―
角
力
灘
の
夕
陽
を
見
る
―
懇
親

会
―
ホ
テ
ル
泊（
市
内
）―
翌
日
は
自
由
行
動

の
の
ち
長
崎
空
港
か
ら
帰
京
。

※
各
地
の
空
港
か
ら
の
発
着
も
可
能
で
す
。

　

最
少
催
行
人
数
は
15
名
で
す
。

✤
プ
ラ
ン
確
定
の
た
め
に
は
、
お
お
よ
そ
の
参

加
人
数
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
参
加
ご
希
望
の
方
に
は
仮
申
込
を
お
願
い
し

ま
す
。
申
込
先
は
、
周
作
ク
ラ
ブ
宛
て
、
メ
ー

0

0

ル0

か
、
ハ
ガ
キ

0

0

0

（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
住
所
は

こ
の
ペ
ー
ジ
下
段
を
参
照
）
で
、
12
月
25
日
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
現
可
能
と
な
れ
ば
、
次
号
会
報
で
詳
細
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発
表
し
、
参
加
ご
希
望
の

方
々
へ
は
旅
行
社
か
ら
直
接
の
ご
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。
ま
だ
迷
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
、
と

り
あ
え
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
３
月
に
詳

細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
料
金
を
お
知
ら
せ
し
、

改
め
て
参
加
・
不
参
加
を
お
伺
い
し
ま
す
。

◆
生
誕
１
０
０
年
遠
藤
周
作
展

　

―
ミ
ラ
イ
を
灯
す
こ
と
ば

�

町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど

開
催
期
間　

12
月
24
日
（
日
）
ま
で

観
覧
時
間　

10
時
か
ら
17
時
ま
で

観 

覧
料　

一
般
６
０
０
円
、
大
学
・
高
校
生

３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
は
無
料
。

休
館
日　

毎
週
月
曜
、
12
月
14
日
（
木
）

▽
12
月
に
行
わ
れ
る
関
連
イ
ベ
ン
ト

（
以
下
①
～
③
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
に
は
展
覧

会
チ
ケ
ッ
ト
の
提
示
が
必
要
）

①
担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

　

12
月
24
日
（
日
）

②
講
演
会　

時
代
を
超
え
る
遠
藤
文
学

講
師　

加
藤
宗
哉

日
時　

12
月
９
日
（
土
）
14
時
～

会
場　

町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど

　

申
込
は
12
月
７
日
（
木
）
ま
で
。

③
映
画
「
深
い
河
」
上
映
会

日
時　

12
月
２
日
（
土
）
14
時
～

会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

申
込
は
11
月
30
日
（
木
）
ま
で
。

※
申
込
先
は
、
講
演
会
・
上
映
会
と
も
に
イ
ベ

ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
０
４
２
・
７
２
４
・
５
６
５
６

ま
で
。

　

町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど

　

町
田
市
原
町
田
４

―

16

―

17

　

 

０
４
２
・
７
３
９
・
３
４
２
０

※�

最
寄
り
駅
は
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
、
小
田
急
線
「
町

田
駅
」。

◆
遠
藤
周
作
の
近
刊
・
新
刊
（
４
冊
）

﹃
現
代
誘
惑
論 

遠
藤
周
作
初
期
エ
ッ
セ
イ
﹄

�

７
月
25
日
刊
行

﹃
こ
ろ
び
切
支
丹 

遠
藤
周
作
初
期
エ
ッ
セ
イ
﹄

�

９
月
15
日
刊
行

﹃
人
生
を
抱
き
し
め
る 

遠
藤
周
作
初
期
エ
ッ

セ
イ
﹄�

10
月
18
日
刊
行

﹃
砂
の
上
の
太
陽 

遠
藤
周
作
初
期
短
篇
集
﹄

�

11
月
17
日
刊
行

�

各
々
定
価
１
，９
８
０
円

�

い
ず
れ
も
河
出
書
房
新
社

　

恋
愛
論
を
中
心
に
、
究
極
の
「
愛
」
の
形
に

せ
ま
る
『
現
代
誘
惑
論
』、『
沈
黙
』
発
表
前
の

貴
重
な
講
演
録
を
併
録
し
た
『
こ
ろ
び
切
支

丹
』、
人
間
の
真
理
と
人
生
の
約
束
を
追
究
す
る

『
人
生
を
抱
き
し
め
る
』、
人
間
の
根
源
的
な
苦

悩
を
描
き
、
遠
藤
文
学
の
道
標
と
な
る
作
品
を

収
め
た
『
砂
の
上
の
太
陽
』。
生
誕
１
０
０
年

を
記
念
し
、
数
々
の
単
行
本
初
収
録
作
品
を
刊

行
。
解
説
は
今
井
真
理
。

　

お
問
合
せ
は
、
河
出
書
房
新
社
編
集
部
、
太

田
美
穂
ま
で
。m

-ota@
kaw

ade.co.jp
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✤　
　
　

✤　
　
　

✤

✤「
会
報
」
の
原
稿
募
集

　

会
員
の
皆
さ
ま
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は

１
８
０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。
遠
藤
周
作
の

人
と
作
品
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
遠
藤
文
学
と

の
関
わ
り
な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

宛
て
に
郵
送
す
る
か
、
下
記
Ｅ
メ
ー
ル
（
原
稿

添
付
）
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
掲
載
の
際
に
は

ご
連
絡
差
し
あ
げ
ま
す
。

✤「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大
歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
3
，０
０
０
円
。
入
会
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。
年
４
回
発
行
の
「
会
報
」
が
送
ら
れ

る
ほ
か
、
会
が
主
催
す
る
「
新
年
会
」「
周
作
忌
」

「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
や
遠
藤
作
品
の
足
跡
を
訪

ね
る
「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」、
そ
し
て
「
オ

ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
」
に
も
参
加
で
き
ま
す
。
下
記

お
知
ら
せ


